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珪素･鉛丹系混合物の燃焼特性

(昭 和 30▲tliI fl2･lFl 受 理)

水 田 周 nTil疋 Itl 弓員

(A!.･.f大学エtZ:即応川化!yuSt火茄学孜'#)

迂楽 府丹混合鞄の鰍 を張るTこめ偲境u-の迂

匠,圧力,l呈監及び気体発生に囲する災魚を待つT=J

l.000cc以上の胃腺 茨では気体発生と同捧持焚生

成物の膨月食王位面'.=圧力上界を与入.伝拓遁世にかTL

りの蹄 を与えるO主fj-㌫件は PbO であり,その他

に小舟の Pb Sl及び不純1LSLを使うとその不純物

から生-11る hT2,CO.がある｡鮒 の伝市はこLl,ら

の文体の未払Id串-の拡敬及びそれを助けろ他 成

功の拶潤庄L=上って左右引 1,別相反路逆LfELこよる部

分は少な,,..茨南中の反応はgt.柏及び7液相での5:応が

主であり,読面は-掛 こ乱れが多くJぷカJ的IJ:小波表を

洪iEす｡

l 駿 料

iiZ3Eは粉砕レr=金鞘蓋謀を感服 で鬼現し,これに

I色相丘絶 加え 】El攻放した後,沈むをとりA(水洗す

る｡こh,を聖に漂髄 に記して黙し糾 ヒ水;m を涌下

し反応折了軽水で椅めて,水洗し芭妹するaこれを持

:こかけて分担する,魚jEEr実は300メ･/シュ遠望のもの,

粗珪粟は 加¢･-3∞ 7(ヮ ン_Lのもの.叉更(=粗いもの

を稚 したが鰍 こ諸元してTlH限り漁隷栗を光陵に用

い た ｡

鈴丹は市販の化草月XFL{2純のもので3COメ･J-/ェJi下

であるJ

lt 二色法による退座測定

屈附恩喋の温度測定には軌 -黙町村を 使う方法がIEk
も普通であるが,白金では 7,3000;むT)より不正孤E:

なり.又袋南の抜髄作用も大きく,珠r=立米 ･鉛丹罪

では生成物がBB旗して白金報を佃 はす1こめ六度が不税

別になり朝廷可fzEな転用が荻 ､欠とTがある,そこで耽

々はこの程柊境拝が灰色恩射終であると仮EeJEして二色

敬一こよる色温匠 (Co】oTtempemturt-)の恥 '{只入

二色法■二よJ3!筑哉輝 の評旬については別こ氾

皆する予定で,ここに'i簡串に頓 と相賓とJ>記す;=止
}JD3

色温度と';)のはそれ,lp正しいElで見Tことさl=,辛

れと同じ色をもつ鵜体の温度をい う.今ある転封件の

其の温圧を 1',色温度を F とtL.泣真 人における

転射の1日ほ を )"(A,T)こするO又温匠 F の弧体の

^における隠肘の放言を Il(ヽ.L7)とすると J-I/).Iの

比は可現節分では起度の7Fに関係し部長･二はよらfLい｡
この比を J'とすると

II(入,′l)-1l(̂.r)J･'(A.T)F-E(A,S▲)-PE(A.1つ
ここE=jAは放射性と同じ色を持つ'1～体温庶 (hrlgh･

tnesSlCmperatuTC)で'-1は招射体の醐 1位である｡

J=式にlVlcrlの式 C,入5expトI.J入'r)-I.I(入'r)

Tl･入ると次の 2式をうる｡

lY･J' (I)

･,I-下-a:_,"芸 (2)
1

P はe;表Tこ対席しないから,二つのER<入】.A)に

おいて茨障 すれば P を消去ttl来る｡

聯 綿 の 入,･入汀における烈捧毎度を ･br,.,ぶAlと

ナJptば,(】)エり

J三 V 1̂.S,lil.謡 S▲, (3,
･こ2)上｡ i.-1=JLA(;-;I)-1だ ･きれ (.)

J r 02(】/̂lll/大王)

(3)は色温度7;f与凡,L(,)は発現炭i,与える,灰CL

l隈射体 (Gra)body)即ちすべての正長に対してm ナ

鴨の一定lL相身上体に於ては色温熟 よ苅缶度と噂し い D

従って光故により.Tも附且 匹 ･～▲1と SA2,>判定すれば

(3)式により色温鼓が分る｡

宍於 iE扱7Jヲ メソtをもつダソダスタソTE云Rを

7 1ク メントを水平 二なる校一二3-I.カn･-てIjL.A

それぞれ一定d)怒抗を盲たしで一定温度にf'T=つ一その氾

雄は予め雅邦望ヨ†で荻推 し黒轄細 :を行って求めてお

く,忘強と並べて鈴丹 遺業混合的の紳 く】g中位

[2Tnm のダブ./ヮ71'=500kgでB;手毒す/.J)･i･盃(.

2皆のカメクや用忘しそれ ぞれ 二 GehllnCl卯 Cn

(ら.40つ士,501)と GelaLlne =ed (6.500j=5COA) の

19



86 エ 燕 火 荒 塩 会 杜 F'ユ6な か 2牙

71JUケンかIJ,鉛丹 ･珪詔の表面J.=火炎がLtlTこ荘援

I/]00 抄粗度 LD'/十75-や折る (納 車 に フューズ

を入れ, J十 S一をLtt指 せる)｡これを一定拝辞で

魂書LT'ノ,の'tZタ77デ y B, H II-で蝕の讃さを

取 する｡取 の与え,-,GZL･_hbtgして 叫 と S'A,が

求めLh 与 .

次FIpE大工中で反党=･_･･'二tl.これ.三gクス甘.=入

れるとSEで冷勾ごttるTこめ,ガの岨 t分らfIく{_1る

爪∴ J･L､._-._,.a_

rJ 20 30 イpJV u

王1(沖･-1t)Figl ColorLeTItI光ratureOECornbLZStエOnln

SIIPb)0-か√､である｡竹 Ifla)依託と

反応すろのはま､+I-り遅れてか'･で上ってpその''こめのJi

隼.三位-J､であることが.壬kIt'及び宅*FiT

･での触 故で分っ(二.上.Tiの方法で耶 Ltこ托架を Flg H =38げろ,

'pIF岬 Zにはitが弱くて抑 t出来(..･,･so

タiSl以上の紗 でIt･輸 一白金 白金Tf.?_(経oolm

)恭屯称DLt力六･児車軸 技柏招g;で増幅し.官設*I/シ tJ

Yク7で板 Lt二路懲今も姥1プてある.較噺Ir.ヱSl胡%

/以下の折で.三涌汲･二すぎて芯!:出宗Tこい ｡SLJlO～の

TRで二つの方法.ニ上 る淋 黒は詠一麦する｡E 圧 力淵 E

F



まわる.四蜘 まtナyクy71LD50サ †7ルnZ肋

並影して知る｡休せ細 に大兵が現れる状況LLnL̂用

いて脚 し■こくF)g_〈写事呑右下の■)｡

FfIとしては31 ■‡丹の告掛 のもの茨びそれ

らに棚 及びqウスターか苦労三を現しこ̀もの.二つ
いて瀬定し1=,rlg 4t=は析 園を.F∫g.5I=は泊

(a) (b)
(亡)Flg.4Em p】e80rCothhlJ畠110ntn S

.-PbP.-
(Szq) Ln出osedEi!iE attlhZ.Srrea

J (ph
･○【○由

npha).SLP
bP i即 D+5ガS】0.･.4712TT r 2.8c

m/SeCb)S岬hO130I70 4-leo, r-3.9亡m/KC
c).SvPb}0一切/eK)+)07iS】01. A-3.03.l′,

E75cIEVs亡C■JIJ

′(.UwPza)♪T3QtOLLJLLTtLq -･1-

輿 /T,05e/o1------㌧ IL

100/○->---4-1--t-

∴ ;･L) ､二やsl (FtrCmt)

定た隻を改元LTこ｡EE.二は生砂を落合Lf.:

時の折の).を戻しT=が.g?スサーJtJ )琴は珪砂より

似Itも節干た'-伍Ẑとる.斯 {:七九三SrJj

i.･牲少く,文王砂の与.､YE少く･-_-る｡FLg5Ll見ると, そhは前のiZiJn び圧力応辞と

はかTJ.'り&千fJ'･jtっている

ことに焦がつく.,不泥ti他質として且砂を汲合す

ると急逗E=弧 t独少するが.芸崇の含有Jt.こよっては

余り変化しTL,I.珪蜘 丹鵬 )靴 では定常IL触 t

iBられTLいが. ら,<の蝕捗を加えると珊 Tj惣甲になる

｡甚執 土圧嫌 を唄qXして野面圧力'EIJtlる●

こ巾である.完全釈化の当Jt比は珪諾 Eh 給lt192

であるから,柵 は何れも過兜群発を合tTことに1J

る.この加屯陸梁L=よる取吸qXに比べて外部不1占
性休としての珪砂の取吸収の効率が漆か1:旦r

ドニと･>'T;1ものとぢ

入る｡FiE l及び さの且丘及び圧力の長講は虹 技7

横の盈大Grを示すものであって,それらの時RM勾!巳

即ち転宅芝の琵形を77汁 ■'のでほlLい,馳 i

この勾軌 =上ウて定まる｡el茄不括箆拝としてのf

tEhiこの勾空を兼かにするの､;役立つ｡このことは伽 の伝帯

を左右するのは全比駄たでは71'くてtJしろ瑳無性手の表面におけ

る前-Bの箆鮒 ヒ反応(=高く発轍 であろうと三 一たqlを可曲 ;する

｡但し上の機 1賢哲TL既 を童でるiE合正軌 二つ'

/てのことである｡V 燃娩波形の七三巾告監現金比の壬兼 や

PIJE'-ブレブH=成 し畢朱串で
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於てら見らいろ｡一例を Flg al=流す｡

思牧中のB脚 をLつ(=Frこのt&･'lJ欄R (牢某で

Iia漁場 )は鮎 荘党22の武技で政【こ生じて'/るこ

とが分っF=｡

文円打決の実を-掛 ､ら点火LTL時の状況lz琵し笹

井で牡つT=が,殆どすべての齢 '-一何Ela)元にtIる萩

ILjtの浪茨の汁を歪め.琵鼠 r LDlrこ応じてPEか

TLがJA,>とることを寿つ1=｡

Flg 7;に の一回を示すらの-てあり'群両党泡うー

それに拭く扱旅欝とはっきり区別されているのは･こ

の波面部分で一時的f_魚体発生が盛んである二とlニ甚

くものと粒定LT=｡

Flg 7･でも分るが払卿 )巡行L-_ついて■鰍 よ桔鞭

生成6]のEEl潤のために押されてどんどん折方'こ伸びて

_ _I .- -7 - 二

Flg 7A<JLreakpno【ographofcom-
hustlOZ)OfSUPb70130/701nal一

石英世巾につめた執 知王位河の余伽 t少l･.ので,こ

の朝日のビナナは小さく･'Jる机 そjtでも簡明鰐:=不

迎現世dirの生成が簸割引 tる｡

抜放fzPIぺて見ると.このhQ林㈹tlのnlqEarは甚空挺

この仇.Dとう+JE:終
反応では.生E2枚の逆

洗 二よる経 のrこめ'

鮒 面が殊 するの

最 完 言't慧 芸

の生=三･IJほじ37由:二こ

ち ,のC.考え'J.皇文

物J)脚 をZ+･1-J こ̀の

韓榊 L-;Tるこ君t,,

い凹凸はlJくtL=JJt･

そIrLでt'小さな1凹凸は

懲1=#.在する.,

Ⅵ 18体発生の

確隈

.qE誘 於相沢合鞭J)

放牧.=加 ､てか!_Lりの

気体発生を伴うこEに

温度及び圧力齢 の持

凝からも容易.-1推定さ

ttるが,そItをた認す

る実牧を行づ 1こ｡

FLg･eFom" ICb771J'tl≡ト り 1̂7tル分析

器 :Tn､芸 aosfs,SuLbe?ado: sLPb,0･2yeO細
b.11｡n…!"hichfユCeS 妙 茨上 浦 L,て発火

t1-tLIcTISC(StreakPh- ませその六･tタI/rを.
○【○)

巴.na;d.nci慧 S;A hiI 雷 ô'霊 ;芸 '';77
--tt･rI)日heLut氾 ルは全古現 れて'･るこ

芋が地 にtJる琴小さく,又班 比L=近づく割 ､こく とを椛 LT=D

fJる,2Cタi托粟では締ElはなくtJつて小孔のふこなるC

次にUクス野中を伝わる格轍 が申血班でb石が,

凸面又は凹面であるか･i･知,-Jf=め t'クー･カ‥ に雪嶺

が患瓜 =なるよ-)にAr,･て平面のEWWLtt=火炎が出て尖

る状況を紗 LT=,そQ)例を FIFttH=77 1十 c

a)と b)では泣面は著しく凹んで･ろ｡これは点

火づる方が隈放されていT=(こめ,生とt也の中央守が著

しく附 して技たし'=こ-_にLる,そこで官の中央'二

伝.･〝ナス序を婦人して耕 し●一軒 C)と d)lL=p-

るよう.=凸DE百･を書き･二.ニqJJf.i.九･',fE鵬迫で･三並

かi=臥 吉元を示して,/るコ肯常塊でD汐rEiがと こTL

ゥTこり四.=,･Lつナ二り十るこ1は Fzg -な見ても分もc

rL体J鮫牧で 主音壁で.よその一令野毛qtJ)T=SL,火炎が

15くIt､のがF.I-2であって.このよう:二九､二LE伴野で

早く′こここいうよう7_1現J4･:i'=い｡

22

‖)屯血分析 三水で処鼓しT二のみの S.ち･20ク;台

tIS卜1,thOl配合物 2gをtは t=LTこ3L‥ スつや

で桝 亡せT二晩 践留永久7{スとしL': ト2e亡を )る｡

こllをW 将 hこかが こ所 COl と N･･1あること

か分 り,0,は存在しllいこととF'tめ･･こ｡C と Nは

三㍍ 中に不乾物として含まれてい/-JかE,･王水出国の

S.をで こ糾 比 類 主で史記Lr二J,の祁 】･て釈放L

r=祈.これらの永久d又.三BSy)てGJ-二浪少しT=

111)浪EFT:JD漁填実輸 注正 二LJ-3L7クスヲD

苧臭で Sl-PbO.正合戦を射 させる,-･鼓F:.二十,-A

群一一時的なuス粗 i多(lJり･思え舟 i日 ･々三･itJ

く,'= ,=t,

S.3D,の/uのせ 3)mTt)IlgTで焦すと7クスコの

藍I=.･M.,･鮎 tつく,文 SL.氾3･'で1,か11りの群がつく

40,･SSLのもの 2gを放した柑 訳及び腔に勲放し一二生



成鰍 主08gあり.こhを30タiと Plゎ0170,%とを況

じてIILび伽 と,良く代えて又ml.､技を･飛地する｡

これを 3,p3と PblO197タiとを恥じて三度び臆す と.

花火のArlくバナ′～ナ隅える,川】ら最初の粁堺中の血判

の S】はそのまま軟体又は鯉とrLつて飛地しているこ

とをP附 ~る.Slの盤-の訪詔は 70mmlrg以下で

生する｡

SL<OA,'のIくftLzm m11g 下で磨け C.SLの,n

い理は出fLいで,改組 の PbO くPbI:Zも含む)の原

が茂に付く.そして群軌 土長 く功我 の軟投に止まり,

7クス3時披講の約25%をFRつて伎丈広を扱けFこ.駿

策消紫が少.･のは Sl丘子弟面に生成する矧 ヒ世膿で

07の拡肋 一脱げられるからであう)｡この対 を 30

〆と PhO.TDF.'の捉合挽は7g札火によT)汲し く悠え

ら.即ちは(.針弁Jtの Sllま牌 とのままでfiも｡

次に同じ40% Slのfm を苛媒 20hnrnnE 下で上気

1と,反応虹技の圧力上井は染矢fi･'と殆ど同じである

机 成-のイ稽 鰍 ま少 く,叉校反応は早 く終了する

(約30秒)垂ゑ(巾の 09は技で鼓悦Tj取化tz.応に与る

ものであるo

Sz3%では Slが当丑以下である為 02中と N}中

でその稔え方は殆ど同じであり.Ozの消費も殆ど見

('ハ'J.L.

fhf..t確 りな先体としては PbO.Ph,Sl(放牧)永

久銘体としては珪派坤の不純物か ら光る紐 の N2,

COlを盤する.

lTT 考 窮

以上の熊取は何れも定性的であるが,Hz]]託の煎

餅 詠 よこの鵬 用ttlB:･F.～.･ことを知る.,脚ち火

炎広拓を文花するものは路'JnEZ瓜ltは1_L(,i:.先和文

は液相の庶応であり,王事JL･+～-の伝達は匿印i･通し

ての雛 耳よりも,Lfしろ丸文は流体挑 予の乾鰭

逮::ZBく部分が多J･よう1二見受けられる｡控柏圧応は

正面の17校で選rLて生じ,生成物D減 圧に辞保する

ことによっ1if面の退行t=糾 するものと考える｡

Pb3Olは常BTl-では的 Ji/'ぴCより分ち芋包･始め,PbO

と 02(JJfるが l'bOの越7elは ∽0〇Cで沸l'Lt)870

oC附近TLので.法面泡虎でpl･.t易に略向し一瓢 ま火化

iる｡簡祈!Aj過では Pb)Olの分解BIはれ くTJ:I).

pbO-の経 が泣少しそのままの形での反応が多 く

なるし又 PbO の炭化も抑えられるので,将拷畑 で

の反応が諏しくTLる｡仔鼓しTこPbOは生成態)のSIOl

に付する迫 Sヾ群力を持っているから Slの表面にtF.

じ(ISID.[王,21､々 と取除かれて行 く｡あるtEの燐件1･

で▲ま生成奴には PbO,S10.･のかクスが含王hるb

SlとPb1.0-DB:応で SlOlと Ph のみfE生ずる

ill合箭合は SI Bl,'である机 S120タ;辺り迄は反応

が激しすぎて監守'.j托gbtt5られlALいO従って遠稚1ま

30-507.'肘】丘のi止合鞄が使われるが,この生食汰応の

生成敬 ま

Pb,PbO.SLOE.Sl,及び Pt〉O rS】02

であり,このうち魚も軟化Lap.･のは PbOで.Sl及

び Pbはその一打lが災印に存在すると皿bれるqこの

恵妹でEL Pb30.は l袖0 の(i(体を生じあいが欲l=,

焦〝ス廷時弊の俵化荊としては余り良'.tものでllfJ:し､｡

文 Slを過鰍 こ入れL)はlLE)ILいとlうF'Lも感心し

な ,.･O達だの Slは ~の粗合冷却剤の作用をしている

こと(=なるが,Sl 伎反位でPlび燃えEilでこ と もあ

りうるから,冷却荊lJ:らほもづと酔逗な月Ua)吻72(例

えは SIO.I)を入れて,Slの合材R tを人らうことがftE

gし'.L｡この柵 の弘産勾iilは鮫か(-JlろくU
ち外!罫不清隆件の冷却郷 の方が内嗣 却群の Slよ

り布鞄鼓黒が大き,)那.それを避ける為には,SL̂1

Etに象!糾ヒして圧延AZLlr･われは良も.

反王益に参加しTL･不括t生体でも,生班物との跡 地

がgl1.､こ開えは前述し7こCa172(壱1)のよ-)1二才しく

脚 圧の淑 T..p黙して渋面>不穀Ad(こするから,生蚊

専らの状態'=虎でも考dLJ_p加える必菅がある｡
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